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九州の縄文時代の二つの耳飾り
-九州の映状耳飾と耳栓について一

新 東 晃 一

TwotypesofearornamentsfromthejomonperiodinKyushu

Shinto Koichi

要旨
九州の縄文時代には,決状耳飾と耳栓の二つの耳飾りが存在する。切り目を持つ映状耳飾は，耳たぶに孔を穿ち，そ

こに挿入してぶら下げるもので，石製が多い。耳栓は，耳たぶに孔を穿ち，そこに嵌め込むタイプで,士製が多いが，
上野原遺跡等石製品もある。これまで，決状耳飾はアカホヤ火山灰の上位から出士するのが一般的であったが,近年，
鹿児島県や宮崎県，熊本県などでアカホヤ火山灰下位に出土するタイプが４例確認できた。アカホヤ火山灰下位の瑛
状耳飾の形態を把握し，これまで採集されている九州島内の映状耳飾を検討してみたい。さらに，耳栓については，
これまで九州では，南九州のアカホヤ火山灰下位から出土するものがほとんどであったが，福岡県や佐賀県では前期
以降で後期，晩期の段階のものも存在するようである。最後に，九州内出土の映状耳飾と耳栓の関係についても検討
したい。
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１はじめに
縄文人が好んで用いた装身具の一つに，耳飾りがあ

る。この縄文時代の耳飾りには，「瑛状耳飾」等と呼ば
れる主に石製の耳飾りと，「耳栓」・「滑車形耳飾」・「透
かし彫り形耳飾」等と呼ばれ主に士製の耳飾りの，大き
く二種類が存在する。これらはいずれも，東日本に発見
される土偶の中の装着例や，今なお世界各地に残る民族
例からみて，耳たぶに孔を穿け，そこに嵌め込んで着装
する耳飾と想定されている（設楽1983,原田1988)。

なお，縄文時代の二つの耳飾りのうち，石製の「決状
耳飾」は，中部・北陸地方に早期の終わり頃に出現し，
前期に盛行し，中期以降には作られなくなったといわれ
ている。士製の「耳栓」は，東日本を中心に中期中葉頃
に登場するもので，中央がややくびれた鼓状の土製品で
ある。その後，「耳栓」の大型化・装飾化によって出現
した「滑車形耳飾」は，縄文時代中期中葉以降，「耳栓」
の中間的形態を経て後期から晩期に盛行すると考えら
れている。

これまで，九州島内にみられる映状耳飾と耳栓等のい
わゆる縄文時代の二つの耳飾りは，いずれも，中部・北
陸地方あるいは関東地方の耳飾り文化が伝播したもの
との考え方が一般的であった。
ところが，南九州で映状耳飾がアカホヤ火山灰の下位

から出士したことによって，映状耳飾の初源期の形態的
位置づけ（編年）が明確になった。さらに，南九州にお
ける耳栓等のアカホヤ火山灰下位の出士は，日本列島で

は考えられない事象であり，日本の縄文文化観の転換に
迫る成果を提供している。また，九州島内の耳栓は，北
部と南部では日本列島の在り方と同じ事象が見られる
ようである。
ここでは，この二つの耳飾について，課題を整理し，

検討してみたい。

２こつの耳飾りの研究小史
九州で見られる二つの耳飾のりうち,映状耳飾について

は,1981年に上田耕によって注目されて，「九州におけ
る決状耳飾について」でまとめられている（上田1981）。
この段階で，福岡県４遺跡，佐賀県１遺跡，長崎県２遺
跡，熊本県７遺跡，大分県４遺跡，鹿児島県13遺跡の
九州内の総数３１遺跡を数えている（上田1981．水ノ江
1992)。

もう一つの耳栓については，１９９３年の筆者の「縄文時
代の二つの耳飾り」の中で，南九州に見られるアカホヤ
火山灰下位出土の耳栓について論じている（新東1993)。
この時点では熊本県１遺跡（２個），鹿児島県２遺跡（３
個）の３遺跡５個がと数少ない報告ではあるが，南九州
には間違いなくアカホヤ火山灰下位に耳栓が出土して
いることを報告している。この段階での映状耳飾は，ア
カホヤ火山灰上位からの出士であり，まだアカホヤ火山
灰下位の出土例は知られていなかった。

「映状耳飾」は，平面形が古代中国の玉器「峡」に似
ていることから付けられた名称で，縄文時代早期末頃，

-37-



九州の「映状耳飾」の研究の総決算ともいえる力作であ
る。それによると九州では３２遺跡３６個の「瑛状耳飾」
を集成しているが，在地性の強い九州の土器型式には伴
わず九州以外の地域との交流を示す遺物の一つと考え
られる。九州の場合，アカホヤ火山灰降灰以後の墨Ｂ式
土器以降の型式に伴い，北陸を中心とした「映状耳飾」
の先進地域には一歩遅れて盛行したとした。水ノ江は，
ただ一例，鹿児島県鹿屋市打馬平原遺跡にアカホヤ火
山灰層直下に出土例があるとしているが，これは報告書
では垂飾品とされており，形態状も「映状耳飾」の可能
性は薄く，出土層位も在地系土器の平栫式土器や塞ノ神
式土器に伴っている（瀬戸口1988）。本例を除外すると
水ノ江も述べるとおり，アカホヤ火山灰降灰後，「映状
耳飾」は驫式土器に伴って九州に到来したと，当時は考
えていた。

まず中部・北陸地方に出現し，前期後半にはその分布を
関東・東北地方，さらに近畿・九州地方に拡大したとさ
れている。「映状耳飾」の素材は，加工が容易でしかも
美しい光沢をもつ滑石や流紋岩などが使用されている。
中部・北陸地方には映状耳飾の多くの原石や未製品が出
土する製作遺跡が点在するところからそこで生産され，
遠く離れた地域へ交易品として伝播したと考えられて
いる。神奈川県上浜田遺跡や大阪府国府遺跡等で墓擴の
なかの遺体の頭部位置から二個一対の「映状耳飾」が出
士しており，埋葬された遺体の両耳に着装されていたこ
とは確実視されている。そして，「決状耳飾」は，中央
の円孔が大きく，正円形に近いものが早期末で，前期に
入ると次第に中央孔が小さくなり，下方の切り込みも外
線から中央孔に向けて垂直に擦り切る縦切りから扁平
に細長い切り込みを入れる横切りへと変化して，全形も
下方が長く伸びた縦長形へ変わるとされている。

「映状耳飾」が縄文時代前期に流行したあと，中期中
葉頃には東日本を中心に「耳栓」が登場すると考えられ
ている。「耳栓」は「決状耳飾」とは，その出現時期に
隔たりがあることや両者の形態上の違いからまったく
別系統の装身具と考えられている。「滑車形耳飾」は，
「耳栓」の大型化や装飾化によって出現したもので同種

のものと考えられている。縄文時代中期中葉以降の「耳
栓」との中間的なものから，後期後半には中心部に様々
な文様を施した精巧な幾何学文を飾るものが多くなる。
そして，大型で精巧な彫刻文様で飾られた「透し彫り形
耳飾」へと発展していくとされている。この時期，関東
地方に多い「みみずく形士偶」にしばしばこの耳飾りを
付けた状態を示すものがあり，縄文人の間にかなり普及
していた耳飾とされている（設楽1983，原田1988）。
九州の「映状耳飾」は，戦後幾つかの報告例はみられ

るが研究の歴史は浅く,1969年，前川威洋によって西日
本の縄文時代の耳飾りをまとめ考察されたのが最初に
あげられる（前川1969）。それによると九州を含め西日
本の「決状耳飾」は東日本の展開とほぼ同じく縄文前期
に盛行することが指摘されている。
その後,1981年，上田耕によって九州出士の17遺跡

２８個の「映状耳飾」を対象に，編年・起源・形態・素材・
使用方法等の考察が行われ，九州の「決状耳飾」の性格
付けを精力的に進めた（上田1981）。その結果，九州の
「映状耳飾」は，その多くが縄文時代前期の轟式土器に

伴うことを指摘している。そして，九州以東に古いもの
が存在することから，一応国内で自生したものが九州島
へ伝わったとしている。

そして,1992年，水ノ江和同は九州の「決状耳飾」に
ついての研究の現状を整理し，それまでの「映状耳飾」
の研究史から九州地域のあり方を考察し，今後の研究の
方向性を展開している（水ノ江1992）。現在のところ，

３九州地方の二つの耳飾りの出土例
第１５回九州縄文研究会は，「九州の縄文時代装身具」

をテーマとして，２００５年２月１１日・１２日の両日に，沖
縄県立埋蔵文化財センターで実施された。その装身具の
資料集成の中から瑛状耳飾と耳栓を抽出すると，九州の
映状耳飾は64遺跡78個体である｡(九州縄文研究会2005)。
そのほかに，上田耕の香港での発表の文献よって１１遺
跡ll個体が追加できる（上田1998)。
映状耳飾は（表１），九州では７５遺跡で８９個体の出

士となる。耳栓等の耳飾は，２４遺跡で７３個体の出土と
なっている。決状耳飾は，２４年前の３１遺跡が倍増以上
の７５遺跡となっている。耳栓等の耳飾は，１２年前の３
遺跡が８倍の２４遺跡と急増したことになる。

後に詳しく分析するが，確実にアカホヤ火山灰下位か
ら出士した瑛状耳飾は，石の本遺跡（熊本県），三角山
Ｉ遺跡（鹿児島県），永迫第２遺跡・下猪ノ原遺跡（宮
崎県）の４遺跡例である。これらは，約6,400年前のア
カホヤ火山灰の下位であり，縄文時代早期後半の中頃に
位置することにする。

耳栓等は，北部九州の福岡県と佐賀県に前期以降の
ものが５遺跡５個体あり,九州島の中央部に空白を作り，
南部九州の熊本県南部と宮崎県と鹿児島県に早期のもの
が19遺跡の68個体が出士している。つまり，耳栓等の
耳飾は，北部九州は日本列島の耳栓等の在り方と一致し
ており，南部九州の特異性を際ださせている。

４最近の二つの耳飾りの研究と課題
最近，上田耕・廣田晶子は，「南九州の初源期の決状

耳飾」と題し，初源期の決状耳飾の南九州の変遷やアカ
ホヤ火山灰の下位に最近見られるようになった耳栓と
の関係について論じている（上田・廣田2004）。

これによると，最近，明らかになったアカホヤ火山灰
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るように，この論文を利用した論文では，アカホヤ火山
灰下位出土の映状耳飾として確定されるという勘違い
も生じ，この資料が一人歩きする結果ともなる。
さらに，映状耳飾と耳栓との関連について，注目すべ

き提案を述べている。その提案を述べると南九州では,耳
栓は縄文時代早期後半にすでに存在しているが，最近，
映状耳飾も縄文時代早期末葉(アカホヤ火山灰下位)に出
現することがわかってきた｡着装方法にはやや違いはある
ものの耳たぶに孔を開け挿入する点では基本的には同
じであることから，東日本ではまず考えられなかった映
状耳飾の起源を聖南九州で出土する一連の耳栓に求めら
れるのか追求してみたいという提案である（上田・
廣田2004）。

下位出士の映状耳飾の形態をもとに，断面の厚みによっ
て，分類を試みている。Ｉ類は断面に厚みをもつもの，
Ⅱ類は断面が扁平なものに大別し，Ⅱ類は切目と孔側辺
部の幅で，切目が短いものをⅡａ類と，切目が長いもの
をⅡｂ類に細分している。
Ｉ類：断面に厚みをもつ､類:断面は扁平一三:菫龍鱒
そして，この分類に従って，アカホヤ火山灰下位には，

Ｉ類の石の本遺跡・三角山Ｉ遺跡例，Ⅱ類の前原遺跡例，
Ⅱａ類の永迫第２遺跡・下猪ノ原遺跡例，Ⅱｂ類の上野
原遺跡例を位置づけている。アカホヤ火山灰上位にはⅡ
ｂ類（上焼田遺跡・西之薗遺跡例）のみであり,１．Ⅱ
ａ類はみられないとしている。
ここでの課題は，Ⅱｂ類の取り扱いである。Ⅱｂ類は

アカホヤ火山灰の下位（上野原遺跡例）にも存在し，ア
カホヤ火山灰の上位（上焼田遺跡・西之薗遺跡）にも存
在するというファジーな分類となっている。

その原因の一つは，資料の十分な検討がなされなかっ
たことによるのではなかろうか。つまり，純粋な一次資
料で検討し，二次資料は除外して考慮すべきことであっ
た。ここでいう二次資料とは,Ⅱｂ類の前原遺跡例とⅡｂ
類の上野原遺跡例である。前原遺跡例は，中央に穿孔は
存在するものの，破損部が存在し，これは決状耳飾の切
目とは考えられない。そのため，映状耳飾の可能性は薄
い。また，上野原遺跡例は,その出土状態に問題がある。
アカホヤ火山灰を剥ぎ取った跡の廃士からの採集品であ
ると断ってはいるが，やはり採集品という二次資料であ
る。このような理由から，この２例は除外して考えるべ
きである。そうでないと，『季刊考古学』第８９号にみ

５九州の二つの耳飾りの評価
九州に出土する「耳栓」等と「映状耳飾」の二種の縄

文時代の耳飾について，これまでの研究史と現在の出土
遺跡数と出土個体数，ならびに研究の成果と課題につい
て述べた。

ここで，これまでの研究の成果を踏まえ，「映状耳飾」
と「耳栓」等の二種の耳飾についてまとめてみたい。
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九州の「決状耳飾」は，南九州のアカホヤ火山灰の下
位からの出士例によって，研究の展開が大きく変わって
きた。つまり，アカホヤ火山灰下位出士の映状耳飾は始
源期のタイプとすることができる。アカホヤ火山灰下位
の瑛状耳飾は，熊本県石の本遺跡例，宮崎県永迫第２遺
跡例，同県下猪ノ原遺跡例，鹿児島県三角山Ｉ遺跡例の
４例である。これらの４例を基本に九州出土の映状耳飾
を形態的に分析してみたい。

この４例は，いずれも中心孔は孔側辺部よりは若干小
さいが，いわゆる金環形を呈するタイプである。アカホ
ヤ火山灰下位から確実に出土した九州では最も古いタ
イプとして，便宜的にＩ類として位置づける。次に，４
例の映状耳飾の断面を観察すると，厚みのあるもの(a)
と扁平なもの(b)の二種に分かれる。つまり，形態上
は , I a 類と I b 類にわかれる。

例，同県北宇土池遺跡例，長崎県伊木力遺跡例，同県小
ケ倉Ａ遺跡例，宮崎県前原第２遺跡例など６例がある。
Ib類には，福岡県下見遺跡例，宮崎県荒迫遺跡例の
２例が追加できる。つまり，九州島内のアカホヤ火山灰
下位に相当する早期段階の映状耳飾は，福岡県４例，長
崎県２例，熊本県１例，宮崎県４例，鹿児島県１例の計
12例が存在することになる。
そして, I類に続くⅡ類として，中央孔が小さく，切

目が長いタイプの鹿児島県上焼田遺跡例，同県西之薗遺
跡例などをあげることができる。このタイプは，アカホ
ヤ火山灰上位の出士となる。
また，藤田冨士夫の北陸地方の瑛状耳飾の編年に従う

と，中心孔が孔側辺部の幅より大きく，切目先端が細く
なるタイプをこのＩ類の前に位置づけているが，鹿児島
県栫ノ原遺跡の採集例はこれに類似し，意外に古い可能
性がある（藤田1998)。

以上のことから，瑛状耳飾は，早期の後半の中頃（ア
カホヤ火山灰降灰前）に北部九州から，強いて述べれば
西海岸沿いに南部九州へ伝播したことが考えられる。

次に，九州の耳栓は，３で述べたように，北部九州の
福岡県３例，佐賀県２例の前期以降のものが５遺跡あり，
九州島の中央部に空白を作り，南部九州の熊本県南部４
例，宮崎県５例，鹿児島県１０例の早期に該当するもの
が1９遺跡の６８個体が出士している。つまり，耳栓等の
耳飾は，北部九州は日本列島の耳栓等の在り方と一致し
ており，南部九州の特異性・先進性を際ださせている。
なお,熊本県柳貝塚の３個体は』早期に該当する右京西式
土器(轟Ａ式土器あるいは驫１式土器と呼ぶ人もいる）と
ともに採取されているが二次資料であることを記しておく。

Ia類：断面が厚み

くＩ類：金環形
Ib類：断面が扁平

アカホヤ火山灰下位出士例のうち，形態上においてＩ
ａ類に属するものは，石の本遺跡例と三角山Ｉ遺跡例を
あげることができる。そして, Ib類に属すものは，永
迫第２遺跡例と下猪ノ原遺跡例である。
九州島内出土の映状耳飾を，形態上，これに準じて抽出
すると, I a類には，福岡県広田遺跡例，同県貝元遺跡
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表２九州の耳飾（土製・石製）出土一覧
【福岡県】

1九州の映状耳飾出土一覧
閻岡県】

【佐賀県】

【熊本県】

県】

県】

Ｉ吟画Ｉ 【宮崎県】

【鹿児島県】

番 遺跡名 所 在 地 材 質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献
１ 勝円遺跡Ｃ地点 北九州市小倉南区大字曽根 土製 長1.5×径2．２５ 後期中葉 １

２ 山鹿貝塚 遠賀郡芦屋町大字山鹿 土製 長3.3×径3.9 表面採集 ２

３ 曲り田遺跡 糸島郡二丈町大字石崎字曲り田 土製 長1.7以上×復元径2.0 晩期末 夜臼式 ３

3遺跡 3個体

番 遺跡名 所 在 地 材 質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献
１沖ノ島４号洞穴 宗像郡大島村沖ノ島 滑石？ 長2.4以上×約3.0 前～中期 1

２釣川遺跡 宗像市玄海町大字江口 不明 長2.6×幅4.0×厚0.4 不明 表面採集 ２

３新延貝塚 鞍手郡鞍手町大字新延 大理石 長4.1×幅2.6×厚0.8 前～中期 ３

４中村石丸遺跡 豊前市大字中村字石丸 蛇紋岩 長3.6×幅2.8×厚０．３ 後期後葉 三万田式 ４
５貝元遺跡 筑紫野市大字古賀字へボノ木 長2.9以上×幅3.4×厚0.8 不明 ５

６大牟田古墳 福岡市南区柏原 不明 ６

７広田遺跡 糸島郡二丈町大字吉井字広田 蛇紋岩？ 長2.以上×幅1.4×厚0.6 後期末 ７
８牛頸川河床遺跡 大野城市大字瓦田 滑石？ 長3.8×復元幅4.8×厚0.9 不明 表面採集 ８
９法華原遺跡 浮羽郡吉井町大字富永字法華原 長4.5×幅3.0 不明 表面採集 ９

1０ 北宇土池遺跡 久留米市藤山町字亀の甲 滑石 長4.2×幅3.4×厚1.4 不明 表面採集 1０

11 下見遺跡 久留米市東合川町字下見 結晶片岩 長4.0×幅3.1×厚0.6 不明 有孔円盤？ 1１

11遺跡 11個体

番 遺跡名 所 在 地 材 質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献
４ 菜畑遺跡 唐津市菜畑 土製 長4.8×幅2.2～3.8 前～中期 輪鼓形 ４

５ 中尾二シ枝遺跡 唐津市大良中尾字二シ枝 土製 長3.6×幅2.4～3.3 前末～中期前半 輪鼓形 ５

2遺跡 2個体

番 遺跡名 所 在 地 材質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献

６ 柳貝塚 天草郡大矢野町中柳
土製
土製
土製

早期末～前期
早期末～前期
早期末～前期

表採
表採
表採

６

７ 灰塚遺跡 球磨郡あさぎり町深田

土製
土製
土製
土製

長4.4×幅5.1×厚2.7
長4.7×幅6.0×厚2.1
長5.0×幅7.9×厚2.0
長2.9×幅5.2×厚0.8

早期
早期
早期
早期

７

８ 白鳥平Ａ遺跡 人吉市赤池水無町立山 土製
土製

長6.5×幅7.0 早期
早期

８

９ 白鳥平Ｂ遺跡 人吉市赤池水無町立山

土製
土製
土製
土製

復元直径8.0
外縁径7.5×内縁径3.4
外縁径7.0×内縁径3.0
内縁径4.2

早期
早期
早期
早期

９

４遺跡 13個体

番 遺跡名 所 在 地 材 質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献
1２ 戦場ヶ谷遺跡 神埼郡東背振村三津 滑石 長約５cｍ 前期 轟式・曽畑式 1２

1３ 中小路増富遺跡 多久市南多久町下多久 滑石 長4.7×幅2.4×厚０．５ 不明 再利用 1３

2遺跡 2個体

番 遺跡名 所 在 地 材 質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献
1４ 姫神社遺跡 松浦市星鹿町 1４

１５ 下本山岩陰 佐世保市下本山町 貝 1５

1６ 門前遺跡 佐世保市愛宕町・中里町 分析中 前期 1６

1７ 根比呂池遺跡 東彼杵郡波佐見町村木郷 扁平楕円 採集 1７
１８ 黒丸遺跡 大村市黒丸町 不明 長7.1×幅5.4×厚1.2 不明 1８

1９ 伊木力遺跡 諌早市多良見町船津郷 蛇紋岩 長4.1×幅2.2×厚1.1 前期 曽畑式 1９

2０ 小ヶ倉Ａ遺跡 南高来郡国見町多比良 蛇紋岩 不明 表面採集 2０

２１ 百花台遺跡 南高来郡国見町多比良 砂岩 扁平楕円 2１

2２ 野首遺跡 北松浦郡小値賀町野崎郷字西平

曹長石？
緑色片岩
緑色片岩
蛇紋岩
石灰岩？
石灰岩？

前期
不明
中期
前・中期
前・中・後期
前・中期

曽畑式
表面採集
並木式
曽畑式・春日式

曽畑式・並木式

2２

2３ 宮下貝塚 五島市富江町松尾郷 蛇紋岩 後期 2３

10遺跡 15個体

番 遺跡名 所 在 地 材質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献

1０ 下猪ノ原遺跡 宮崎郡清武町大字船引
土製

土製

上部径6×下部径7×高3.2
上部径6.4×下部径7.4×高
3.3

早期後半

早期後半

丹塗り

丹塗り
1０

1１ 坂元遺跡 宮崎郡清武町大字船引字坂元 土製 上部径5.4 早期 丹塗り 1１

1２ 白ヶ野第２・第
３ 宮崎市大字細江字時雨柳迫 土製 長7.9×厚2.8 早期 1２

1３ 上猪ノ原遺跡１ 宮崎郡清武町大字船引

土製

土製

土製
土製
土製

土製

土製

上部径6.1×下部径5.5×高
4.2
上部径5.8×下部径4.8×高
3.6
上部径7×下部径5.8×高3.6
上部径6×下部径5.6×高4.1
上部径5.6
上部径6.8×下部径6.1×高
2.9
上部径5.8

早期

早期

早期
早期
早期

早期

早期

1３

1４ 須田木遺跡 宮崎郡清武町大字加納字須田木 土製 上部径9.6 早期 1４

5遺跡 12個体

番 遺跡名 所 在 地 材質 サ イ ズ 時 期 備 文献
2４ 松ノ木遺跡 上益城郡矢部町 2４

2５ 新南部遺跡群 熊本市新南部２丁目 2５
2６ 石の本遺跡群 熊本市平山 硬玉？ 長3.41×幅3.7×厚０．９ 早期後～前期 2６

2７ 瀬田裏遺跡 菊池郡大津町大字瀬田裏 2５

2８ 阿高貝塚 下益城郡城南町阿高東原 表採 2４

2９ 曽畑貝塚 宇土市岩古曽北原 硬玉 直径0.5 前期 ２７

3０ 燕貝塚 宇土市宮の庄居屋敷 2４

3１ 別府遺跡 球磨郡須恵村字別府 2８

3２ 沖松遺跡 球磨郡須恵村字沖松 蛇紋岩 早期？ 2９

3３ 村山遺跡 人吉市村山 3０

3４ 八峰遺跡 人吉市永町八峰 ４７

3５ 東方遺跡 球磨郡湯前町東方 2４

12遺跡 12個体

番 遺跡名 所 在 地 材質 サ イ ズ 時 期 備 文献
1５ 石打遺跡 姶良郡吉松町川西字石打 土製 径約6.0厚1.3孔径約1.6 早期後半 半欠 1５

1６ 城ヶ尾遺跡 霧島市福山佳例川比曽木野
土製
土製
土製

径6.05×高3.6孔径2.85
径6.8×高4.5孔径4.3
径7.2×高3.4孔径3.6

早期後半
早期後半
早期後半

赤色顔料
1６

土製 表径7.8×厚1.7×重34.8 早期後半
土製 表径5.9×厚2.6×重52.2 早期後半
土製 表径11.9×厚2.2×重'０７．０ 早期後半
土製 表径14.7×厚１．５×重31.3 早期後半
土製 表径6.8×厚2.2×重42.2 早期後半
土製 裏径6.5×厚2.3×重13.4 早期後半
土製 表径7.0×厚1.8×重9.6 早期後半

番 遺跡名 所 在 地 材質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献
3６ 石原貝塚 宇佐市青森字石原 石灰岩 長4.0×幅2.2×厚0.3 後期（鐘崎式） 3１

3７ 上野遺跡 豊後高田市上野字アラセ 硬玉 長4.0×幅2.4×厚0.7 後期（鐘崎式） 3２



｣１霧島市国分上之段 1７

県】

【鹿児島県】

-心函Ｉ

表３九州の耳飾り県別一覧

土製 表径11.4×厚2.1×重14.1 早期後半
土製 表径9.1×厚0.9×重4.3 早期後半
土製 表径5.9×厚1.5×重4.7 早期後半
土製 厚1.5×重7.5 早期後半
土製 裏径8.7×厚2.0×重40.1 早期後半
土製 表径6.1×厚１．８×重36.5 早期後半
土製 表径7.1×厚1.7×重15.7 早期後半
土製 表径8.2×厚1.8×重'０．５ 早期後半
土製 表径9.4×厚2.1×重17.0 早期後半
土製 厚1.9×重12.2 早期後半
土製 表径2.9×厚1.7×重8.4 早期後半
土製 表径１０．７×厚2.0×重'2.4 早期後半
シルト 長4.9×幅3.2×厚1.6 早期後半 凝灰質 'ﾙﾄ岩
シルト 長6.5×幅6.1×厚3.8 早期後半 凝灰質 山石卜ｉｊｆ

シルト 長4.0×幅3.5×厚2.1 早期後半 凝灰質 'ﾙﾄ岩
シルト 長9.8×幅5.5×厚3.1 早期後半 凝灰質ｼﾙﾄ岩
凝灰岩 長4.6×幅3.4×厚1.5 早期後半
凝灰岩 長5.8×幅5.6×厚3.5 早期後半
凝灰岩 長5.7×幅5.6×厚3.0 早期後半
軽石 長7.7×幅7.4×厚2.5 早期後半

1８ 出水平遺跡 曽於郡大隅町大字月野上大久保 土製 径6.1×高2.55孔径3.2 早期後半 1８
1９ 下田遺跡 曽於郡志布志町帖 土製 外径約8.0 早期後半 半欠 1９

2０ 石坂上遺跡 川辺郡知覧町永里石坂上 土製
土製

外径5.2×高2.3
外径5.5

早期後半
早期後半

2０

2１ 西垂水遺跡 川辺郡知覧町西元字山雛

土製
土製
土製
土製

長2.6×幅2.55×厚2．６６
長1.2×幅2.4×厚2.25
長2.1×幅3.35×厚1.9
長2.55×幅3.5×厚2.05

早期後半
早期後半
早期後半
早期後半

重さ13.49
重さ3．２１
重さ7.08
重さ17.3

2１

2２ 三角山Ⅱ遺跡 熊毛郡中種子町砂中字三角山 土製 外径6.4高2.8 早期 2２
2３ 鳴野原Ｂ遺跡 川辺郡川辺町古殿 土製 外径5.7×厚5.2×孔径1.8 早期後半 2３

2４ 陣之尾城跡 大口市里 土製
土製

外径6.0×厚2.1×孔径3.0
外径8.0×厚2.2×孔径4.0

早期後半
早期後半

半欠
半欠

2３

10遺跡 43個体

3８ 枌洞穴 下毛郡本耶馬渓 3３

3９ 川原田洞穴 速見郡山香町字広瀬字殿山

骨角
骨角
石製
蛇紋岩

長2.2×幅1.8×厚0.4
長2.3×幅1.5×厚0.4
長2.6×幅１．１×厚0.4
長4.5×幅3.6×厚0.5

早期？
早期？
早期？
早期？

3４

4０ かわじ池遺跡 大分郡湯布院町川北字城ノ尾 蛇紋岩
蛇紋岩

長4.6幅3.6×厚0.4
長6.1×幅3.0×厚0.4

早期？
早期？

3５

４１ 長野西遺跡 直入郡直入町長湯字長野 滑石 長5.0×幅2.8×厚0.6 前期 3６

4２ 岡遺跡 大野郡大野町大字岡 3７
4３ 野鹿遺跡 直入郡荻町南河内字野鹿 大理石 長4.5×幅3.6×厚0.8 前期 3８

8遺跡 12個体

番 遺跡名 所 在 地 材質 サ イ ズ 時 期 備 考 文献
4４ 仲野原遺跡 東郷町山陰 玉髄 長2.6×幅1.4×厚0.7 重４ 3９
4５ 童子丸遺跡 西都市字童子丸 蛇紋岩 長4.1×幅3.5×ａ ワ． 4０
4６ 永迫第２遺跡 高岡町大字小山田3084-1 頁岩 長3.3×幅3.5×厚0.4 早期末葉 ４１

4７ 下猪ノ原遺跡 宮崎郡清武町大字船引 蛇紋岩 長3.05×幅3.5×厚0.4 早期後半 4２
4８ 前ノ原第２遺跡 宮崎郡田野町前野原 玉質 長4.5×幅3.9×厚1.0 前期（推定） 4３

4９ 内小野遺跡 えびの市大字西川北 蛇紋岩
蛇紋岩

長4.3×幅2.4×厚0．４５
長4.7×幅2.1×厚０．４

前期
前期

(轟～曽畑）
(灘～曽畑）

4４

5０ 荒迫遺跡 西諸県郡高原町字広原 滑石 長１．３×幅1.8 中期～後期？ 4５
5１ 走持遺跡 北諸県郡三股町大字長田 蛇紋岩 長2.5＋α×幅1.5×ａ 採集 4０

8遺跡 9個体

番 遺跡名 所 在 地 材質 サ イ ズ 時 期 備 文献

5２ 荘貝塚 出水市荘下
大理石
ﾁｬｰﾄ

大理石

前期
前期
前期

前期
前期
前期

4６

5３ 江川野遺跡 出水市江川野 硬玉？ 扁平楕円 採集 4７
5４ 永山遺跡 大口市山野小木原 滑石 採集 4８
5５ 石打遺跡 姶良郡吉松町 扁平楕円 前～中期 4７
5６ 黒武者遺跡 薩摩郡入来町 最大径5.2厚さ1.2 円形肉厚 4７
5７ 市ノ原１遺跡 日置郡市来町大字大里 蛇紋岩 長１０．９×幅2.7×厚０．４ 前～中期 半欠 4９
5８ 市ノ原３遺跡 日置郡市来町大字大里 蛇紋岩 扁平楕円 前～中期 4７
5９ 仁田尾遺跡 鹿児島市石谷町仁田尾 蛇紋岩 長6.1×幅4.0×厚0.5 前期 重20.0 5０
6０ 上野原遺跡 霧島市国分上之段 ヒスイ 長5.5×幅3.0×厚0.5 採集 5１
６１ 倉園遺跡 曽於郡志布志町内之倉 硬玉 長4.6×幅5.2×厚0.6 前期？ 採集 5２
6２ 柳井谷遺跡 曽於郡志布志町帖柳井谷 蛇紋岩 径1.9厚１．１孔径０．６ 後期 5３
6３ 鹿大工学部 鹿児島市郡元町 扁平楕円 前～中期 5４
6４ 長音寺遺跡 日置郡金峰町大坂 長5 .3厚0 . 6 前期？ 半欠 5５
6５ 今木場遺跡 日置郡吹上町平鹿倉 硬玉 長2.2×厚1.0 前期 金環形、半欠 4７
6６ 阿多貝塚 日置郡金峰町宮崎上焼田 蛇紋岩 径4 .9厚0 . 7 前期 半欠 5６

6７ 上焼田遺跡 日置郡金峰町宮崎上焼田 蛇紋岩
蛇紋岩

径3.7厚0.7孔径１．５
長2.8×幅2.1

前期？
前期

半欠
管状

5７

6８ 栫ノ原遺跡 加世田市村原字栫ノ原 ろう石 長4.6×幅4.7×厚0.7 前期？ 重22.06 5８

6９ 南田代遺跡 川辺郡川辺町田部田 硬玉？
蛇紋岩

長4.2厚０．６
長5.4厚０．４

前期？
前期？

半欠
半欠

4７．５５

7０ 西之薗遺跡 川辺郡笠沙町赤生木 硬玉 径約5.0厚０．３ 前期 5９
７１ 鳥越遺跡 川辺郡坊津町坊 長3.8×厚0．３５ 前期？ 採集・半欠 4７
7２ 南一ノ谷遺跡 川辺郡知覧町東別府字南一ノ谷 頁岩 長4.2×幅2.05×厚0.4 早期末 重4.3ｼﾙﾄ質 6０
7３ 草垣上ノ島遺跡 川辺郡笠沙町草垣島上ノ島 硬玉？ 長6.3×厚0.72 前期？ 採集・半欠 6１．６２
7４ 泉川遺跡 西之表市現和田之脇 蛇紋岩 長3.5×厚0.4 前期？ 採集 4７．６２
7５ 三角山Ｉ遺跡 熊毛郡中種子町砂中字三角山 滑石 長2.8×幅2.8×厚1.1 重10.77 6３

24遺跡 28個体

福岡県 佐賀県 長崎県 大分県 熊本県 宮崎県 鹿児島県 計

映状耳飾
1l遺跡
11個体

2遺跡
2個体

10遺跡
15個体

8遺跡
12個体

12遺跡
12個体

8遺跡
9個体

24遺跡
28個体

75遺跡
89個体

耳栓等 3遺跡
3個体

2遺跡
2個体

4遺跡
13個体

5遺跡
12個体

10遺跡
43個体

24遺跡
73個体



【表１関連引用文献】
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２３賀川光夫1969「宮下遺跡発掘調査報告図録編」『長崎県埋蔵文化財調査報告書」第７集長崎県教育委員会

賀川光夫1971「宮下遺跡発掘調査報告解説編」『長崎県埋蔵文化財調査報告書』第９集長崎県教育委員会
川道博１９９８「宮下貝塚」『富江町文化財調査報告書』第１集富江町教育委員会

２４島津義昭1983「硬玉製大珠および玉類」『日本歴史地図』原始・古代編下
２５富田紘-1998「第二章第三節貝塚の始まり」『新熊本市史』通史編第一巻新熊本市史編纂委員会
２６池田朋生2001「石の本遺跡群Ⅲ」『熊本県文化財発掘調査報告書』第194集熊本県教育委員会

中村幸弘2002「石の本遺跡群Ⅳ」『熊本県文化財発掘調査報告書』第205集熊本県教育委員会
２７江本直他１９８８「曽畑」『熊本県文化財調査報告』第100集熊本県教育委員会
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３０坂詰秀一他１９７７「縄文時代の玉製品」『考古遺跡・遺跡地名表』
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３３宮内克己他1983「枌洞穴。野鹿洞穴」『大分県史」先史編
３４岩尾松美・酒匂義明1964「速見郡山香町大字広瀬川原田洞穴お調査」大分地方史第34号大分県地方史研究会
３５佐脇義敏１９９８「かわじ池遺跡」九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(8)大分県教育委員会
３６坂本嘉弘1990「直入地区発掘調査概報Ⅲ」直入町教育委員会
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３８賀川光夫編1973「野鹿洞穴の研究一大分県直入郡荻町」別府大学考古学研究室報告３
３９東郷町教育委員会太川裕春氏のご教示いただいた。
４０上田耕・果畑光博1997「宮崎県内の決状耳飾」『南九州縄文通信』No.１１
４１廣田晶子2003「永迫第２遺跡」「高岡町埋蔵文化財調査報告書』第25集
４２秋成雅博・冨田卓見2004「上猪ノ原遺跡３」『清武町県立埋蔵文化財調査報告書』第１４集
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４４東真一2000「内小野遺跡」『えびの市埋蔵文化財調査報告書』第25集
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４８寺師見國１９４３『鹿児島県下の縄文式土器分類及び出土遺跡表」
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５０鹿児島県立埋蔵文化財センター1994「映状耳飾り」『埋文だより』第６号
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６１河口貞徳1972「鹿児島県草垣上ノ島の遺跡」『考古学ジャーナル』No.６６
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【表２関連引用文献】
１宇野|真敏１９８５「勝円遺跡(C地点」『北九州市埋蔵文化財調査報告書』４１集
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